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第13号 

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会では、３月26日、高梁総合福祉センター

で理事会、評議員会を開催しました。平成19年度の事業計画をはじめ、一般会

計予算・特別会計予算及び平成18年度一般会計補正予算・特別会計補正予算に

ついて理事会で承認、評議員会で議決されました。 
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1 9 . 5 . 1 5 第13号 （2）

（
重
点
目
標
）

一
、
経
営
体
制
の
拡
充
と
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
地
域
福
祉
推
進

の
専
門
機
関
と
し
て
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

二
、
会
員
制
度
の
導
入
に
よ
る
財
政

基
盤
強
化
と
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
福
祉
の
推
進

三
、
福
祉
委
員
制
度
の
充
実
に
よ
る

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
推
進

四
、
合
併
に
よ
る
相
乗
効
果
の
発
揮

と
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差
の
是

正
五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

機
能
の
充
実

六
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

七
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
る

介
護
事
業
所
の
基
盤
強
化

（
事
　
　
業
）

一
、
法
人
組
織
の
強
化
と
透
明
性
の

確
保
及
び
地
域
福
祉
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
の
組
織
体
制

強
化
事
業

二
、
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
事
業

三
、
高
齢
者
・
障
害
者
（
児
）
・
母

子
寡
婦
・
遺
族
等
の
支
援
と
青
少

年
の
健
全
育
成
事
業

四
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
自

立
援
護
事
業

五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

六
、
被
災
者
救
援
激
励
援
護
事
業

七
、
介
護
保
険
及
び
介
護
予
防
事
業

並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
居
宅
介
護
事
業

八
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管

理
事
業

九
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営

管
理
事
業

十
、
公
園
の
運
営
管
理
事
業

十
一
、
高
齢
者
統
合
在
宅
支
援
事
業

十
二
、
福
祉
の
店
運
営
管
理
事
業

十
三
、
葬
祭
用
具
の
貸
出
事
業

十
四
、
そ
の
他

平
成
十
九
年
度

平
成
十
九
年
度 

事
業
計
画
と
予
算

事
業
計
画
と
予
算 
平
成
十
九
年
度

平
成
十
九
年
度 

事
業
計
画
と
予
算

事
業
計
画
と
予
算 
平
成
十
九
年
度 

事
業
計
画
と
予
算 

一 般 会 計 収 入 支 出 予 算 

559,413千円 
一 般 会 計 収 入 支 出 予 算 

559,413千円 

 その他 
・貸付事業等支出 3,042千円（0.5%） 
・借入金元金償還金支出 2,330千円（0.4%） 
・固定資産取得及び繰入支出 1,293千円（0.3%） 
・借入金利息支出等 410千円（0.1%） 

その他 
・利用料収入 3,269千円（0.6%） 
・負担金収入 2,219千円（0.4%） 
・会計単位間繰入金収入 1,839千円（0.3%） 
・受取利息配当金収入 1,084千円（0.2%） 
・助成金収入等 1,887千円（0.3%） 

収入 
559,413千円 

支出 
559,413千円 

介護保険収入 
228,381千円 
40.8%

人件費支出 
323,421千円 
57.8%

事業費支出 
156,718千円 
28.0%

受託金収入 
99,180千円 
17.7%

経常経費 
補助金収入 
98,978千円 
17.7%

経理区分間繰入金収入 
37,618千円  6.7%

経理区分間繰入金支出 
37,618千円  6.7%

事務費支出 
20,987千円  3.8%

前期末支払資金残高 
28,294千円  5.1%

事業収入 
21,680千円  3.9%

寄付金収入  19,881千円  3.6%
共同募金配分金収入  7,682千円  1.4%

その他  10,298千円  1.8%

予備費  13,594千円  2.4%

その他  7,075千円  1.3%
会費収入  7,421千円  1.3%



（3） 第13号 1 9 . 5 . 1 5

法人運営事業費 
事務職員設置費 
福祉活動専門員費 
企画広報事業 
ふれあいのまちづくり事業 
ふれあい相談事業 
地域福祉活動事業 
老人福祉事業 
生活福祉資金貸付受託事業 
障害児・母子・児童福祉事業 
地域福祉学習事業 
移送サービス受託事業 
軽度生活支援等受託事業 
生きがい活動支援受託事業 
給食サービス受託事業 
寝具洗濯乾燥消毒サービス受託事業 
遺族援護事業 
災害福祉活動事業 
一般募金配分金事業 
歳末たすけあい配分金事業 
地域福祉活動基金 
ボランティア広報登録事業 
ボランティア育成事業 
福祉体験事業 
地域福祉権利擁護受託事業 
福祉資金貸付事業 
居宅介護支援事業 
訪問介護事業 
訪問入浴事業 
通所介護事業 
居宅介護事業 
保健センター事業 

事　業　名 

 

単位（千円） 

 

59,672 
40,529 
24,238 
1,995 
8,165 
1,255 
8,216 
10,686 
499 
714 
425 

31,726 
2,483 
41,952 
22,734 
1,670 
3,700 
365 
4,502 
3,649 
1,110 
949 
1,322 
835 
4,902 
3,082 
53,604 
92,442 
7,667 
86,267 
35,840 
2,218 

一 般 会 計 予 算  

会 費 ・ 寄 付 金 の 使 途  

　合　　　計 559,413千円 

特 別 会 計  特 別 会 計  

公益事業 １３３，１３５千円 

　シルバー人材センター 105,985千円 
　高梁総合福祉センター 17,210千円 
　成羽総合福祉センター 9,749千円 
　公園管理事業 191千円 

収益事業 ８，１６６千円 

　葬祭用具貸出事業 773千円 
　福祉の店事業 1,867千円 
　高齢者統合在宅支援事業 
 5,526千円 

法人運営事業費 

福祉活動専門員費 

企画広報事業 

ふれあいのまちづくり事業 

ふれあい相談事業 

地域福祉活動事業 

老人福祉事業 

障害児・母子・児童福祉事業 

移送サービス受託事業 

災害福祉事業 

一般募金配分金事業 

地域福祉活動基金 

ボランティア広報登録事業 

ボランティア育成事業 

福祉体験事業 

地域福祉権利擁護受託事業 

その他 

 

1,139 

291 

1,995 

7,268 

1,255 

7,531 

2,928 

444 

415 

295 

422 

510 

799 

952 

835 

158 

65 

 27,302合　　　　計 

生きがい活動支援のようす



1 9 . 5 . 1 5 第13号 （4）

!
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

三
月
二
十
日
、
1
吉
備
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
（
藤
岡
孝
社
長
）
か
ら
高
梁

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
地
上
波
デ

ジ
タ
ル
放
送
視
聴
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
利
用
さ
れ
る
方
に
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た

め
の
操
作
に
慣
れ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

平
田
会
長
は
「
大
変
あ
り
が

た
い
。
操
作
に
慣
れ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
色
々
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
多
く
の
利
用
者
に
見

て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け

を
し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

高
梁
市
社
協
で
は
、
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
四
月
一
日
付
で
、
委
嘱
状
の
交
付
を
行
い

ま
し
た
。
任
期
は
二
年
で
す
。

会
　
長

平
田
　
重
光

副
会
長

大
塚
　
設
夫

副
会
長

森
下
　
昌
昭

理
　
事

沖
嶋
　
　
博

田
中
　
宏
和

手
塚
　
幸
恵

川
崎
　
幹
子

吉
岡
　
伸
子

大
月
　
　
彰

古
林
　
　
達

圓
橋
　
克
治

吉
岡
　
順
子

相
原
　
　
裕

佐
武
　
英
昭

森
川
　
盛
久

田
中
猪
三
郎

江
草
　
正
光

平
木
　
生
山

理
　
事

荒
田
　
祐
吉

石
田
　
清
壽

平
木
　
宗
夫

平
　
　
桃
枝

下
中
　
廣
子

横
見
　
重
毅

山
川
千
鶴
子

川
上
　
博
司

堀
　
　
成
器

岩
本
　
公
男

関
　
　
安
之

樋
口
　
昭
三

神
尾
　
敏
夫

小
山
　
倉
雄

安
原
　
幸
子

平
松
　
幹
男

山
縣
　
詳
子

織
田
　
和
民

高
木
　
久
惠

難
波
　
英
夫

加
藤
　
淑
子

平
松
　
英
之

評
議
員

監
　
事

山
本
　
悦
子

加
藤
　
隆
志

川
上
　
雅
裕

広
兼
一
勇
喜

谷
本
　
敏
男

友
野
　
　
薫

丹
治
　
　
勇

中
西
　
昭
博

三
宅
　
英
雄

迫
本
　
光
章

宮
本
　
富
夫

中
山
　
美
江

平
松
　
倉
輔

中
平
　
博
文

中
岸
サ
カ
ヱ

高
見
　
源
廣

中
川
　
光
義

三
宅
　
智
子

チューナーを寄贈する藤岡社長（右）

高梁市社会福祉協議会では合併協議の決定を受け
て、市民総参加による「ささえあい、たすけあう心
の醸成と福祉事業の維持充実」を図るため、慎重審
議のうえ評議員会の決定をいただき、19年度から市
民皆様方に会費のご協力をお願いすることとなりま
した。
市民皆様の福祉事業推進への理解と参加をお願い

するとともに財政基盤の強化を図り、地域福祉事業
の維持継続と充実を図って参りたいと存じます。
このことにつきましては、理事・評議員の方から

各地区の福祉委員会で説明後、福祉委員さんよりご
協力をお願いする予定です。何とぞご理解を賜りご
協力をお願い申し上げます。

（会員・年会費）

◎普通会員　　　高梁市民　　　１口　1,000円
◎法人会員　　　市内の法人等　１口　3,000円
（事業所を含む）

◎ふるさと会員　市外居住者　　１口　3,000円
◎特別会員　　　特別な協力者　１口　5,000円

☆１口以上のご協力をお願いします。



（5） 第13号 1 9 . 5 . 1 5

支　会　だ　よ　り

三
月
十
四
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
じ
さ
い
の
会
で
は
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
有
漢
荘
で
清
掃
活
動
を

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
じ
さ
い
の
会
の

会
員
約
六
十
人
と
、
有
漢
東
小
児

童
会
十
五
人
の
参
加
に
よ
り
、
施

設
内
の
窓
ふ
き
や
網
戸
の
掃
除
な

ど
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
は

入
所
者
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
車
椅
子
の
掃
除
を
し
ま
し
た
。

入
所
者
は
、
き
れ
い
に
な
っ
た
車

椅
子
に
「
毎
日
使
う
物
だ
し
、
き

れ
い
に
し
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と

う
」
と
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

川
上
保
健
セ
ン
タ
ー
で
介
護
者

教
室
を
こ
の
ほ
ど
開
催
し
、
市
の

運
動
指
導
員
に
よ
る
腰
痛
体
操
や

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
。
ま
た
、
く

す
玉
づ
く
り
な
ど
の
手
芸
を
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
気
心
が
知
れ
た
介

護
者
仲
間
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
て
、
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
。
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

介
護
者
教
室
は
、
介
護
の
基
本

窓ふきをするあじさいの会の会員

車椅子をみがく東小児童

介護者による交流会

レールゲームを楽しむ参加者

川
　
　
上

有
　
　
漢

あ
じ
さ
い
の
会
と
東
小
児
童
会

佐
分
利
光
夫
施
設
長
は
「
日
々

行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
掃
除
し

て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
助
か
り

ま
す
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

を
学
習
し
た
り
、
話
し
合
い
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護

者
が
抱
え
る
介
護
の
負
担
を
軽
減

し
、
家
族
間
の
連
携
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
年
六
回
開
催
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

川
上
支
所
　
1
$8
‐
９
７
７
０

ら
贈
ら
れ
た
レ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

昼
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
た
け
の
こ
弁

当
を
高
梁
中
央
公
園
で
い
た
だ
か

れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、「
毎
月
喜
ん

で
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

同
年
代
の
方
と
交
流
が
で
き
る
の

で
一
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
弁
当
に
季
節
の
も
の
が

取
り
入
れ
て
あ
り
美
味
し
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

高
　
　
梁

高
梁
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

四
月
十
三
日
、
高
梁
地
区
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
実
施
さ
れ
、
利
用
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
約
四
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
年
度
、
最
初
の
開
催
で
年
間

計
画
の
発
表
後
、
高
小
児
童
会
か



1 9 . 5 . 1 5 第13号 （6）

四
月
十
三
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

さ
さ
ゆ
り
苑
（
川
上
千
鶴
子
管
理
者
）

で
は
、
入
居
者
八
人
が
職
員
と
と
も

に
恒
例
の
花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。

さ
さ
ゆ
り
苑
は
長
地
地
区
に
所
在

し
、
施
設
の
周
囲
に
は
約
三
十
本
の

桜
の
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
毎
年

こ
の
時
期
に
は
入
居
者
ら
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
苑
内
の
中
庭
か
ら
の
花

見
で
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
な
か
、
職

員
手
作
り
の
巻
き
寿
司
弁
当
を
お
い

し
く
食
べ
ま
し
た
。

時
折
、
桜
の
花
び
ら
が
風
に
舞
い

「
き
れ
い
な
桜
を
見
ら
れ
て
し
あ
わ
せ

中庭からのお花見会

成
　
　
羽

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
付
）

（

）
内
は
旧
任

で
す
」
と
入
居
者
の
み
な
さ
ん
は
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

五
月
に
は
布
寄
小
学
校
と
吹
屋
小

学
校
の
児
童
の
慰
問
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
た
い
へ
ん
楽
し
み
に
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

〈
本
所
〉
事
務
局
長
＝
森
完
治
（
事
務

局
長
兼
成
羽
支
所
長
事
務
取
扱
い
）

▽
事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長
＝
豊
田

実
美
（
高
梁
市
）
▽
地
域
福
祉
課
事

業
係
主
任
＝
堀
か
お
る
（
総
務
課
主

事
）
▽
総
務
課
主
事
＝
宮
本
佐
代
子

（
地
域
福
祉
課
主
事
）
▽
高
梁
市
へ
復

帰
＝
野
口
悦
司
（
事
務
局
次
長
兼
総

務
課
長
）

〈
成
羽
支
所
〉
支
所
長
＝
西
悟
（
新
任
）

【
介
護
事
業
所
関
係
】
新
任
の
み
掲
載

し
旧
任
は
退
職
者
以
外
は
省
略
し
て

い
ま
す
。

〈
高
梁
〉
介
護
サ
ー
ビ
ス
主
幹
兼
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
た
か
は
し
管
理

者
＝
津
村
達
子
▽
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
た
か
は
し
支
援
専
門
主
任
＝
川

上
麻
美
▽
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
施
設
長
＝
植
木
茂
▽
同
主
幹
兼

定
期
人
事
異
動

生
活
相
談
員
兼
介
護
員
＝
木
城
み
ち

よ三
月
三
十
一
日
付
退
職
＝
野
口
壽
彦

（
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設

長
）

〈
成
羽
〉
訪
問
介
護
事
業
所
成
羽
管
理

者
＝
西
悟
▽
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

な
り
わ
管
理
者
＝
原
田
豊
子
▽
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
支
援
専
門

員
＝
難
波
栄

〈
川
上
〉
川
上
支
所
主
任
兼
川
上
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
取
扱
い
＝

藤
原
俊
孝
▽
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

か
わ
か
み
主
幹
兼
同
管
理
者
＝
那
須

和
子
▽
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
看
護
主
任
兼
機
能
訓
練
指
導
員
兼

生
活
相
談
員
＝
深
田
純
子

〈
備
中
〉
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ

ち
ゅ
う
総
括
主
任
兼
管
理
者
＝
岡
崎

宏
子

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

十
九
年
度
も
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
事
業
の
事
前
研
修
会
を
七
月
上
旬

に
、
事
後
研
修
会
を
八
月
下
旬
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
体
験
を
通
じ

て
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

写真は昨年の事後研修会

▽
対
象
…
市
内
へ
在
住
又
は
通
学
し

て
い
る
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

▽
内
容
…
市
内
の
施
設
及
び
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
活
動

▽
問
い
合
わ
せ
…
高
梁
市
社
会
福
祉

協
議
会
本
所
及
び
各
支
所
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高梁市社会福祉協議会へ平成19年3月と4月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
広
島
市
　
大
下
冨
美
子

（
故
・
横
林
美
津
野
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
岡
田
　
　
章

（
故
・
浦
田
安
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
井
　
康
生

（
故
・
一
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
村
　
　
弘

（
故
・
千
歳
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
v
田
　
壮
二

（
故
・
キ
ン
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
片
山
　
昇
志

（
故
・
キ
ヌ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
森
　
　
篤
弘

（
故
・
ツ
ネ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
植
本
　
茂
晴

（
故
・
與
志
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
本
　
　
勇

（
故
・
重
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
渡
辺
　
　
登

（
故
・
末
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
佐
野
真
理
子

（
故
・
雅
通
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
井
上
　
良
盛

（
故
・
友
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
赤
木
　
啓
一

（
故
・
清
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町
　
村
田
　
保
雄

（
故
・

夫
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町
　
福
島
　
英
夫

（
故
・
清
様
の
ー
）

（
故
・
設
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
森
x

尚
二

（
故
・
滝
代
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
v
田
　
壮
二

（
故
・
キ
ン
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
東
　
　
光
義

（
故
・
皎
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
藤
井
　
立
美

（
故
・
政
子
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
本
城
　
章
博

（
故
・
梅
香
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
竹
中
　
　
晃

（
故
・

様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
山
田
　
浩
一

（
故
・
美
知
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
村
上
　
正
明

（
故
・
保
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
清
原
　
雅
和

（
故
・
英
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
秋
庭
喜
久
江

（
故
・
梅
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
太
田
　
亀
造

（
故
・
米
代
様
の
ー
）

三
万
円
　
有
　
漢
　
川
上
　
一
清

（
故
・
重
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
岩
原
　
央
子

（
故
・
正
和
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
・
ビ
ニ
ー
ル
雨
傘
四
十
本

福
山
市
　
黒
川
　
彰
博

（
故
・

様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
須
山
　
　
豊

（
故
・
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
片
山
　
弘
久

（
故
・
弘
毅
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
森
脇
　
久
嘉

（
故
・
傳
五
郎
様
の
ー
）

三
万
円
　
原
田
南
町

上
野
　
憲
一

（
故
・
房
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
東
　
　
光
義

（
故
・
皎
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
石
x

房
子

（
故
・
誠
市
様
の
ー
）

三
万
円
　
寺
　
町
　
柴
原
　
宏
朗

（
故
・
俊
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
森
x

尚
二

（
故
・
滝
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
本
　
和
義

（
故
・
す
み
こ
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
福
田
　
武
広

（
故
・
貢
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
須
山
　
峯
夫

（
故
・
ウ
メ
ノ
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
成
松
　
　
年

（
故
・
栄
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
藤
井
　
立
美

（
故
・
政
子
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町
　
森
脇
　
久
嘉

（
故
・
傳
五
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
山
崎
冨
美
子

（
故
・
繁
雄
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
岡
田
　
　
章

（
故
・
浦
田
安
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
井
　
康
生

（
故
・
一
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
片
山
　
弘
久

（
故
・
弘
毅
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
本
　
和
義

（
故
・
す
み
こ
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
東
　
　
義
明

（
故
・
君
子
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町
　
松
森
　
房
子

（
故
・
嘉
枝
様
の
ー
）

十
万
円
　
巨
瀬
町
　
村
田
　
保
雄

（
故
・

夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
成
松
　
　
年

（
故
・
栄
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
本
　
　
勇

（
故
・
重
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
上
山
　
哲
男

（
故
・
里
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
加
藤
　
立
太

（
故
・
文
一
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
渡
辺
　
　
登

（
故
・
末
子
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

金
一
封
　
宇
治
町

賀
　
　
茂

（
故
・
松
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
青
梨
　
光
雄

（
故
・
政
惠
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
信
平
　
　
位
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金
一
封
　
中
　
野
　
赤
木
　
孝
夫

（
故
・
イ
チ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
　
野
　
関
　
　
守
衛

（
故
・
芳
賀
民
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
赤
木
　
栄
一

（
故
・
清
水
利
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
東
　
　
正
司

（
故
・
一
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
寄
　
井
上
　
　
寛

（
故
・
静
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
難
波
　
　
誠

（
故
・
ス
エ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
大
阪
市
　
関
野
　
正
和

（
故
・
仁
後
達
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
F
森
　
博
行

（
故
・
芳
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
大
神
　
晴
子

（
故
・
元
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
森
x

尚
二

（
故
・
滝
代
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
高
　
山
　
三
村
　
　
斂

（
故
・
義
弘
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
林
　
　
誠
持

（
故
・
靖
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
三
笘
　
秀
男

（
故
・
貴
也
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
赤
木
　
徳
美

（
故
・
修
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
内
藤
　
誠
治

（
故
・
堯
皓
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
山
市
　
江
草
　
計
知

（
故
・
一
女
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
平
岡
　
賢
治

（
故
・
繁
光
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
前
原
　
喜
一

（
故
・
基
成
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
大
塚
恵
美
子

（
故
・
八
重
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
吉
　
木
　
林
　
　
茂
夫

（
故
・
初
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
鷲
尾
　
博
子

（
故
・
健
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
槙
井
　
　
忠

（
故
・
益
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
川
上
　
　
弘

（
故
・
保
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
平
松
　
弘
己

（
故
・
豊
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
西
油
野
　
石
川
　
愼
一

（
故
・
義
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
大
山
喜
久
子

（
故
・
隆
之
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
内
田
　
大
治

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
高
橋
　
昌
士

（
故
・
ウ
メ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
前
原
　
成
志

（
故
・
キ
ミ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
森
前
　
秀
夫

（
故
・
中
上
石
代
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
　
第
二
七
四
・
二
七
五
回
目
）

金
一
封
　
中
井
町
　
山
根
　
　
忠

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
宗
岡
　
五
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
有
漢

加
藤
　
孝
之

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

三
尾
　
孝
行

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

千
崎
　
一
郎
　

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢戸

清
　
豊
・
貞
女
　

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
大
竹

川
上
　
信
一

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
岡
崎
　
宏
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
南
條
　
充
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 
　　　　  （本所・各支所）まで 

Ａプラン……280円 
Ｂプラン……460円 
Ｃプラン……650円 
　天災危険補償タイプもあります。 

掛　金 

安
心
を 

 

支
え
ま
す 


